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「保健体育科教育法（陸上）」の授業報告

―単元計画の作成と対面指導の取り組み―

木村華織 *・黒須雅弘 *

1．はじめに

本稿では、東海学園大学スポーツ健康科学部で  2019 年度に開講された「保健体育科教育法（陸上）」
の授業内容について報告するとともに、教科指導法における単元計画の作成と対面指導の有用性につい
て、学生たちの声をもとに考えてみたい。

2006 年 7 月に「今後の教員養成・免許制度の在り方について（答申）」1）が公示されて以降、教員養
成においては教職実践演習など実践的指導力を育成・省察するための科目や指導の充実が求められてき
た。2017 年にまとめられた「教職課程コアカリキュラム」2）には「各教科の指導法」の全体目標として、「当
該教科における教育目標、育成を目指す資質・能力を理解し、学習指導要領に示された当該教科の学習
内容について背景となる学問領域と関連させて理解を深めるとともに、様々な学習指導理論を踏まえて
具体的な授業場面を想定した授業設計を行う方法を身につける」と記されている。さらに「当該教科の
指導法と授業設計」については、「基礎的な学習指導理論を理解し、具体的な授業場面を想定した授業
設計を行う方法を身につける」ことが一般目標として示されており、到達目標には、具体的な授業場面
を想定した学習指導案の作成、模擬授業の実施と振り返りを通して授業改善の視点をもつことなどが明
記されている。つまり、現場教員の模擬体験となる実践学習の機会を準備することが教科指導には求め
られている。現場の教員が授業実施までにたどるプロセスを学生たちに経験させようとした場合、単元
計画の作成、到達目標および学習過程の設定、学習指導案の作成、学習活動の決定、授業の実施、授業
改善のための振り返りまでを含む必要がある。

教員養成に対する質的水準向上の要請に応えるように、昨今では教員養成課程をもつ多くの大学で、
実践的指導力育成を目指した「教科の指導法」の授業が展開され、そこでは学習指導案の作成および模
擬授業の実践が主な学習活動に含まれている。筆者が担当する陸上競技の教科指導法「保健体育科教育
法（陸上）」においても上記内容を取り入れながら授業を展開してきた。実践的指導力を育成するための
教科指導の学習過程においては、段階的かつ時間をかけた丁寧な個別指導が重要であることは確かであ
ろう。とはいえ、1 クラス 50 名近い受講生を対象に上述のすべての学習過程を行うことは、限られた時
間の中では難しい。こうした現状を抱えながらではあるが、より効果的な教授方法を見出すために、昨年
度は白石（2013）3）の実践報告にあった対面指導を取り入れた。その結果として、学生たちが模擬授業を
実施する際に何に悩み、何を難しいと感じているのかを把握することができた。概ね次の 5 つにまとめら
れた。1）与えられた学習課題に対する活動内容および実施方法が分からない、2）学習指導案のどこに
何をどのように書けば良いのか分からない、3）活動内容に適した用具の設定（距離・重さ・高さ）が分
からない、4）活動内容に即した場の設定を図示することができない、5）活動内容と評価規準が合致しない、
である（木村・黒須、2018）4）。これらのつまずきは、実践的指導力を身につけるために学生自身が向き
合う課題でもあり、教員はこれらを解決するための手立てを準備する必要があろう。
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以上、2019 年度の「保健体育科教育法（陸上）」においては、新たに単元計画の作成を学習プロセス
に加えるとともに、昨年度から実施している対面指導を継続することにした。特に、単元計画の作成は
具体的な授業場面を想定した授業設計を行う方法を身につけること、対面指導は学習指導案の作成およ
び模擬授業の実施と振り返りを通して、授業改善の視点を持たせることをねらいとした。

2．授業概要

2-1．科目の位置づけと受講状況
「保健体育科教育法（陸上）」は、教職課程科目「教職に関する科目」のうち教職免許施行規則に定め

られた「各教科の指導法」に位置づけられた授業科目であり、中学校・高等学校保健体育教員免許取得
のための必須科目である。この科目では、保健体育教員に必要な陸上競技の基礎的指導力や授業運営能
力を、学習指導案の作成と模擬授業を通して身につけることを目的としている。

3 年次春学期の開講科目である「保健体育科教育法（陸上）」は、毎年度 90 名程度の履修者を 2 クラ
スに分け、2 名の教員が 1 クラスずつ担当している。2019 年度の受講者は 73 名と例年に比べ少なく、
37 名と 36 名のクラスに分けて実施した。本授業科目の他に、教職免許取得希望者に対する科目として、
科目区分「体育実技」に含まれる「スポーツ方法学実習（陸上）」が 1 年次に開講されている。この科
目では、陸上競技の走・投・跳種目のルールを学ぶとともに各種目の技術習得を目的にしている。

2-2．授業スケジュール
表 1に授業スケジュールを示した。授業開始か

ら 2 週目までは座学を中心に、授業内容や進行方
法の説明、学習指導要領の確認と学習指導案の作
成方法について授業を行い、3 週目は実技を交え
ながらのレクチャーと教材研究に時間をあてた。

模擬授業は受講生を 3 グループに分けて行い、
1 グループは 12-13 人とした。また、模擬授業
は全員が最低 2 回は実践できるよう設定し、14
週目と 15 週目は希望者による模擬授業 3 回目
を行った。今年度は受講者が過年度よりも少な
かったため、模擬授業 1 回目が全 4 週（第 4-7 週、
90 分× 4 回）で終了できた。これにより、1 週
目と 2 週目のあいだに 2 週間分（180 分）のグ
ループワークと教材研究の時間を確保すること
ができた。模擬授業 2 回目を迎えるにあたって
は、今年度から取り入れた単元計画の作成もグ
ループワークの課題に加えた。

2-3．模擬授業実施までの学習プロセス
学生たちは模擬授業実施までの期間に、以下の学習プロセスをたどる。週 1 回の授業開講時間は模擬

授業の実施が主たる内容になるが、それ以外に授業準備と振り返りを含め、以下に示す学習活動を行う
ことになる。

表 1．授業スケジュール
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1）学習指導案作成 → 2）担当教員への学習指導案提出（模擬授業 1 週間前） → 3）学習指導案の返却 / 受取（模
擬授業 5 日前）※必要に応じて対面指導あり → 4）模擬授業本番（最終的な学習指導案の提出） → 5）担当
教員との振り返り（授業後 1 週間以内）※対面指導にて実施 → 6）授業報告書の作成・提出（PC にて作成、
授業後 1 週間以内）

個人差はあるものの、学生たちは 1 回の模擬授業実施にあたり、準備から振り返りまでおよそ 3 週間
にわたる学習活動を行うことになる。このうち 3）での対面指導は必要に応じて実施しているものの、
多くの学生が返却された指導案に書き込まれた教員からのコメントをもとに質問にやってくる。一方、
模擬授業終了後に行う 5）の対面指導は、受講者全員に対し必須としている。

2-4．模擬授業の展開方法
模擬授業の展開方法および時間配分

は、2018 年度と同様に毎時間各グルー
プ 3 名が教師役として 15 分の模擬授業
を行い、その他の学生は生徒役をつとめ
る方法を採用した。1 時間（45 分）に含
まれる学習過程は「導入」「展開 1」「展
開 2」である。表 2 の通り、15 分の模擬
授業後にはグループ全員で行う振り返り
時間（5 分）を設定している。2018 年度
までは、この時間帯に評価票（4 件法と
自由記述）を用いて、教師役学生の模擬
授業に対する評価を生徒役学生が行って
いたが、今年度からはフリーディスカッ
ションによるグループ内での振り返りと
した。これにより、グループ全員が直前の模擬授業に対する評価や感想を共有することができる。模擬
授業の展開方法については、1 回目、2 回目ともに同様の構成で行った。

3．模擬授業実施までの学習プロセス（1）̶単元計画作成の試み

単元計画を作成することが授業設計において重要であることは理解しつつも、昨年度までは 15 週の
授業の中で 1 人 2 回の模擬授業の機会を担保した上で、単元計画の作成を学習プロセスに組み込むこと
は時間的に困難であった。そのため、単元計画については、何ためにどのように立てるのかという授業
設計の枠組みと考え方を説明するに留まり、実際に計画させるには至らなかった。しかし、今年度につ
いては受講者数が減ったこともあり、学生たちがグループで単元計画を立てる時間を設けることができ
た。そのため、1 人 2 回行う模擬授業のうち、2 回目においては担当種目の単元計画作成を学習課題に
加えた。

3-1．模擬授業1回目
模擬授業 1 回目は、担当教員から配布された資料をもとに担当する学習過程（導入・展開Ⅰ・展開Ⅱ）

の学習指導案15分間分を作成し、12名の生徒役学生を対象に模擬授業を行うことになる。配付資料には、
1）グループ、2）授業担当日、3）実施する単元種目、4）単元種目の本時の到達目標、5）到達目標に

表 2．模擬授業時の授業構成（2 時限目の場合）
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沿った各学習過程の学習課題、が示されている。1 回目についてはあらかじめ教員が 3）4）5）を提示し、
学生はそれらに沿った授業内容を考えることになる。

3-2．模擬授業2回目
模擬授業 1 回目と 2 回目のあいだには

2 コマ分（第 8・9 週）の時間を確保し、
第 8 週目は模擬授業 1 回目の講評および
2 回目のグループ分け、そして単元計画
について改めて説明を行った。第 9 週目
はグループごとに単元計画を作成すると
ともに、計画内容に沿った学習活動につ
いての教材研究を行う時間とした。また、
学習指導案の作成にあたっては、前項に
示した 1）から 3）までは担当教員が提
示し、4）単元種目の本時の到達目標、5）
到達目標に沿った各学習過程の学習課題
については、模擬授業を実施するグルー
プで考えさせた。さらに単元計画の作成
も課題に加えた。

単元計画作成の手順としては、単元計
画の立て方や考え方（構造）について説
明したのち、自分たちのグループが担当
する種目の 4 時間分の単元計画（表 3）
を作成することとした。その上で、実際
の模擬授業では単元計画 4 時間のうちの
1 時間を選択して実施した。模擬授業の
担当箇所（導入・展開Ⅰ・展開Ⅱ）につ
いてもグループ内で決定させた。

なお、単元計画については「陸上競技」
という単元全体の計画をすることが望ましいが、種目数の多い陸上競技においては実施種目すべてを含
む単元計画の立案は難しいと判断したため、今回は担当種目（4 時間）のみ作成することとした。

3-3．単元計画作成に対する学生たちのコメント
「保健体育科教育法（陸上）」は、本学で設定している実技系の教科指導科目の中で、学生たちが受講

する最初の授業にあたる。そのため、学生たちにとって実技系科目の単元計画の作成は本授業が初めて
となる。単元計画作成の学習プロセスを学生たちはどのように捉え、またどのような学習効果をもたら
したのだろうか。

単元計画を作成する手順はグループによって異なる。学習指導要領を読みながら全体像と各時間の内
容を考えていくグループもあれば、学習指導要領に目を通し授業の大枠を決めたところで実際に教具に
触れながら考え始めるグループなどもある。学生たちにとって初めて行う単元計画作成は容易なことで
はないだろう。とはいえ、授業中の様子からは、学習指導要領に目を通し、仲間と意見交換を交えなが
らの学習活動は、学生たちが教材や教具への理解を深める時間となっていた様子がうかがえた。

表 3．模擬授業用単元計画
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「単元計画を立てて思ったこと」に関する学生たちのコメントを表 4 にまとめた。最も多くあげられ
たのは「学習指導案や授業計画が立てやすくなった」であり、次に「授業の全体像が掴みやすくなった」、「1
時間ごとの授業内容が明確になった」を含むコメントであった。その他にも「学習指導要領を確認する
ことができた」、「スムーズに計画が立てられたので教材研究に多くの時間を割けた」、「全体像は掴みや
すくなったが、文章化が難しい」があげられた。このことから、多くの受講生が学習指導案の作成や模
擬授業の実施において、単元計画を作成する学習過程を有用な時間だったと捉えていることが分かる。
以下のコメントからは、単元の全体像を把握することによって最終的な到達目標が明確になり、限られ
た授業時間の中で何をどこまですべきかをイメージし易くなっていることが読み取れる。

　 1 回目の授業では、その 1 個の授業のための指導や準備だけしかしていなかったけど、単元計画を
立てることで、4 時間の中で何ができるようになるかなど、具体的な目標が決まるので 1 時間の授
業の導入、展開で何をしなければいけないのかが明確になった。その分、教材研究に力を入れて質
の高い授業になった。

　 単元計画を最初に立てたので、逆算をし、1 時間でどこまでやればいいのか、分かり易かった。全
体を見ることで、細かな所まで考えることができた。

　 （単元計画を）立ててみて、何を最終目的とするのかが分かっていて、その中でじゃあ何をしたら
その目標が達成できるのか考えやすかった。

多くの学生が単元計画を作成したことによって授業が考えやすくなったとコメントした中で、不安を示す
コメントも少数ではあるがみられた。しかし、それらは1回目とは異なり教員からの情報が与えられないが
ゆえに生じる不安や、限られた情報の中で実施することへの自信のなさから発せられているようにみえる。

　 最初から考えなければいけないから難しかった。また、何をどの順でやるのか考えなければいけな
いので大変だった。

　 自分たちで考えることによって、何を 1 番にやって授業を進めていくべきなのか、明確にできた。
しかし、自分たちの限られた知識しかないので学びの幅が狭くなると思う。

学生たちのコメントを見る限り、単元計画作成という学習プロセスは、作成までの苦労はあってもそ
の後の学習指導案の作成や模擬授業の実施に効果的であったといえる。単元計画を作成することによっ
て、授業の全体像を把握し、前後の内容を踏まえた学習段階とその段階に応じた学習活動を明確化でき
たと考えられる。さらに単元計画の作成や教材研究を含むグループでの活動が、前後の授業の連続性を
より意識させたのではないだろうか。

4．模擬授業実施までの学習プロセス（2）̶対面指導の試み

教員の時間的拘束は長くなるが、対面指導の効果は大きい。昨年度の実施において、対面指導は教員
にとって受講生が直面する課題やつまずきを身近に感じる取る機会となり、学生にとっては課題に対し
教員とともに解決策を考える機会になることが分かった。ここでは、授業報告書に記された対面指導に
対するコメントを取り上げ、その効果について考えてみたい。
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表 4．単元計画作成に関する学生のコメント
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4-1．対面指導に対する学生たちの評価と改善点
対面指導に対する意見や感想を表 5 にまとめた。表 5 にあるコメントの内容を分類したところ、対面

指導によって「自分の良い点、悪い点が明確になる」、「次に繋げられる」、「知識が増える、考えが深ま
る、理解が深まる」、「同級生とは異なる視点からの意見がもらえる」が多くあげられていた。少数の意
見として「自信がもてる」、「具体的な練習方法を教えてもらえる」、「分からないことを聞くことができ
る」、「個別ではなくグループで指導を受けられる方が良い」、「模擬授業後に次回の教師役を集めて事前
指導を行うと良い」などの意見があった。記入された内容から、ほとんどの学生が対面指導を有用な機
会であったと捉えていると考えられる。一方で、グループでの対面指導を希望する声があがるなど、実
施方法についての改善点も示された。

4-2．対面指導に対する学生たちの具体的なコメント
学生たちは対面指導をどのように捉えていたのだろうか。また、この取り組みにはどのような効果が

あったのだろうか。学生たちのコメントをもとに考えてみたい。表 5 から、学生にとって対面指導は、
模擬授業前においては自信をもつことに作用し、模擬授業後においては学生たちの学習意欲向上に繋
がっていたことが読み取れる。学習意欲は、1 人ひとりの課題と目標の明確化によって高められ、学生
にとって対面指導による教員との対話は、次に向かうモチベーションになっていたことがうかがえる。

　 面接指導は、事前に先生に聞きに行くことで自分では気づくことのできなかったポイントや指導の
仕方をアドバイスしてくださり、模擬授業で自信を持って授業を行うことができた。授業後の評価
では、改善点と良かった部分を分けて評価してくださり、この模擬授業の反省を教育実習や教職の
場で生かしていきたいと強く思った。

　 授業内での事前指導・事後指導の必要性については、この指導があったことで、今の自分に足りてい
ないこと、問題点などをしっかりと自分で認識し、次につなげたり改善したりしようと思うことができた。

学生にとって教員との対話は、インターネットや指導書では得られない実践レベルでの練習方法や指
導方法などを得る機会にもなっていた。これまで受講する側にいた学生が指導する側に立ってものごと
を考えるのは容易ではない。ましてや、練習内容を対象に合わせて段階的に設定することや動き方の「コ
ツ」レベルにまで理解を深めることは難しいであろう。学生からあげられた「知識が増える、考えが深
まる、理解が深まる」や「具体的な練習・指導方法を知れる」というコメントは、指導書にはない対象
に応じた実践レベルでの練習方法や指導方法を知ることができたことに対するものであろう。以下にコ
メントを紹介する。

　 直接指導があることで、指導案の作成の仕方や練習方法の工夫ができ、できないなりにも授業を進
められていたと思う。アドバイスをもらうことで競技（種目）にあった練習法や指導の仕方を学
べ、知識を増やすことにつながったと思う。授業後の（対面）指導も自分に何ができていなくて足
りていなかったのかを知ることができ改善するところが明確になったので次に活かしやすかったと
思う。（括弧内筆者）

　 事前・事後の面接指導は有効だったと感じる。専門競技ならではの知識や指導方法を学ぶことは自
分にとってもプラスになったし教材研究だけでは補えない部分があったと思うので、直接先生に相
談や指導してもらう機会は必要だったと考える。また、授業後に振り返りと評価を行うことで、客
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表 5．対面指導に関する学生のコメント

観的に見てどうだったか気づくことができたし、すぐに反省し次に生かす方法を考えることができ
たので良かった。

対面指導が、新たな知見を得ること、理解を深めること、自信を持つこと、そして次への学習意欲へ
と繋がっていたとという一方で、練習方法や指導方法の「正解」を教わりに来る学生もいた。

　 事前の指導は、陸上の知識が少ない自分には、指導法のパターンが少なく、本当に正しいやり方な
のかわからない部分も多くあったので、先生の指導があってすごく役に立った。

以上のコメントから、対面指導は学生たちの学習意欲向上に効果的に作用していたといえよう。さら
に、対面指導の中で教員から投げかけられる問いに対し自分自身の言葉で答えようと思考し、言語化す
るプロセスが、学生たちの考えや理解を深化させることに繋がっていたのではないだろうか。学生のコ
メントを見る限り、教科指導法にとって対面指導は総じて有用であったといえる。一方で、正しい指導
方法を求めて指導に訪れる学生も少なくなかった。対象や習熟度に応じて指導方法や練習方法を変える
教科指導において、指導の明らかな誤りはあっても試験問題のようなただ一つの正解はない。正しい答
えをみつけることではなく、対象者に応じた適切な指導を見出すための柔軟な思考力を養うことが重要
であろう。
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おわりに

本稿の目的は、2019 年度開講の「保健体育科教育法（陸上）」の授業概要について報告するとともに、
教科指導法における単元計画の作成と対面指導の有用性について、学生たちの声をもとに考えることで
あった。

2019 年度は模擬授業実施までの学習プロセスのひとつに、単元計画の作成を取り入れ授業を展開し
た。単元計画を作成するプロセスは、学生たちに授業の全体像を捉える視点を持たせるとともに、前後
の内容を踏まえた学習段階と段階に応じた学習活動を明確化することに繋がったといえる。学生たちが
自分自身で到達目標を設定することにより、到達目標を達成させるためには本時の授業で何を習得させ
るべきか、そのためにどのような練習方法を用いるべきか、さらに生徒に分かり易く説明するにはどの
ように教授すべきかを、学生たち自身が考えることを可能にした。これまで時間的な制約もあり、単元
計画の作成を本授業の学習プロセスに含めてこなかったが、今回の取り組みによりその効果を確認する
ことができた。

また、昨年度（2018 年度）から取り入れた対面指導についても、学生たちの学習意欲を促すための
重要なプロセスになっていたことが分かった。1 人ひとりに対し良かった点と改善点を伝えて課題と目
標を明確にすることが、次に向けてのモチベーションとなっていた。加えて、学生たちの知識を増やし
理解を深めることにも繋がっていた。それは「何を教えたいのか、何を習得させたいのか、そのために
どうしたらいいのか、それでできるのか」という教員からの問い掛けに対し、学生たちが思考と言語
化を繰り返した成果ではないだろうか。1 人ひとりに十分な時間を準備することは難しいが、直接的な
対話と指導によって学生たちの学びは深まり、促進されることが確認できた。次年度（2020 年度）は、
グループ単位での対面指導や模擬授業前に教師役全員を集めて重要ポイントをレクチャーするなど、教
育の質と効率を合わせた教授方法を模索し実践していきたい。また、現場に近づけた設定で模擬授業が
展開できるよう、生徒役の人数を増やしたリアリティのある模擬授業も取り入れていきたい。

本報告において、教科指導法における単元計画の作成と対面指導が有効に機能することは確認できた。
しかし、コアカリキュラムに示された「各教科の指導法」に関わる目標を達成することは、複数の競技
種目を対象とする保健体育では非常にハードルが高い。本学部の現行カリキュラムでは、競技別に教科
指導法の科目設定がなされているが、これらを体系的で系統性をもった科目構成に整備していくことが、
学習効果と学習効率を高めるためにも必要であろう。そのための課題として、1）「体育実技」と「教科
の指導法」の系統性をより明確にすること、2）「教科専門科目」とこれらを学ぶ上での前提となる「教
科教育科目」（教科内容の構成や原理、授業計画の考え方、授業方法）を有機的に接続した一貫した指
導体制やカリキュラムを再構築することが重要だと考える。
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